
◇第１５５回いたばしボランティア市民活動フォーラム◇ 

高次脳機能障がい 

～家族の精神的ケア～ 

       「家族の向き合い方を考える」 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 令和7年3月1日(土)14：00～16：30（受付13：30～） 

会 場 仲宿地域センターレクリエーションホール（板橋区氷川町12―10） 

都営三田線板橋区役所前駅徒歩7分 東武東上線大山駅徒歩12分 

対 象 どなたでも（高次脳機能障がい者と家族・支援者・関心のある方など） 

定 員 50名 

申込み QRコード・電話で2月8日（土）～下記「まなぽーと成増」へ（先着順受付） 

参加費 無料 

講演・フロアディスカッション 座長 會田玉美氏 

1 講演 講師 東京福祉大学教授 先崎章氏 

テーマ 「高次脳機能障がい家族の精神的ケアの必要性～家族の様々な事例から」 

2 フロアディスカッション ファシリテーター 目白大学教授 會田玉美氏 

                          東京福祉大学教授 先崎章氏 

テーマ「地域から得た知見に基づく家族の向き合い方～いたばしの事例を中心に～」 

 

共  催 板橋区教育委員会生涯学習課（成増生涯学習センター） 

特定非営利活動法人ボランティア・市民活動学習推進センターいたばし 

企画運営 特定非営利活動法人みんなのセンターおむすび 

いたばし高次脳機能障がい家族会 

協  力 特定非営利活動法人東京高次脳機能障害協議会 

板橋区地域自立支援協議会高次脳機能障がい部会 

 

問 合 せ  成増生涯学習センター（まなぽーと成増） 

電話：03（3975）9706  FAX：03（3975）9708 

Email：nsyakyo@city.itabashi.tokyo.jp 

 高次脳機能障がいになると当事者本人はもちろん家族

も日々の暮らしや将来設計などに大きな軌道修正を余儀

なくされます。 

 誰にでもいつでも起きる可能性のあるこの障がいに家

族としてどのように向き合うか、そしてどのようにして

社会的理解と支援体制をつくり上げていくかは、すぐに

でも解決する必要がある課題です。 

 当フォーラムでは、この課題を当事者・家族だけでは

なく区民お一人おひとりに何が出来るかを考えていただ

く場・きっかけにしたいと思います。 

 

 

目白大学教授 

會田玉美氏 

 

 

東京福祉大学教授 

先崎章氏 

 

 

お申込み 

mailto:nsyakyo@city.itabashi.tokyo.jp

